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第33回根室産業フェスティバル・第39回別海町パイロットマラソン
根室支所第15回組合員親睦交流会・酪農協議会親睦ＰＧ大会
2017北海道ホルスタインナショナルショウ
乳牛改良同志会2017オータムホルスタインショウ
前期Ｂ日程体型調査・牛群審査
西春別支所金融店舗防犯訓練・中西別酪農祭第37回ふれあいフェスタ
第33回根室市農業後継者若妻のつどい・根室振興局からのお知らせ
ジュニアホルスタインクラブ道内視察研修・全道酪農教室
万一に備えよう わが家の防災
農協法交付記念日にあたっての組合員・役職員へのメッセージ
営農のページ（普及センター）
営農のページ（根釧農業試験場）
別海高校より
ドド～ン貯2017 WINTERキャンペーン
ＪＡグループ通信
准組合員について学ぶ（全４回シリーズ）・理事会報告
９月生乳生産・乳代単価情報・市場カレンダー・運勢・編集局から

～今年こそ全道大会優勝へ～　ＪＡ道東あさひ野球部恒例の牧草ロール転がし：第10回 別海町ウエスタンカーニバル
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道東あさひ吾久里塾第3期生開講式
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あさひ四兄弟
長男 たいよう・次男 だいち
長女 みどり・次女 みるく

第39回別海町パイロットマラソン

  を守ろうＴＰＰから
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第39回別海町パイロットマラソン

有
名
ラ
ン
ナ
ー
が
大
会
新
記
録

　

10
月
１
日
、
第
39
回
別
海
町
パ
イ
ロ
ッ
ト

マ
ラ
ソ
ン
が
開
催
さ
れ
、
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
で

は
１
，
１
０
１
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

市
街
地
と
中
西
別
地
区
を
結
ぶ
国
道
243
号

線
の
長
い
直
線
コ
ー
ス
が
特
徴
的
な
こ
の
大

会
で
は
、
今
年
も
多
く
の
組
合
員
や
家
族
、
11
名
の
役
職
員

が
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
に
挑
戦
し
た
ほ
か
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し

て
大
会
運
営
に
28
名
の
役
職
員
が
協
力
し
ま
し
た
。
ま
た
、

青
年
部
べ
つ
か
い
支
部
で
は
今
年
も
ロ
ー
ル
パ
ッ
ク
メ
ッ
セ

ー
ジ
を
作
成
し
、
足
を
止

め
て
記
念
撮
影
を
す
る
ラ

ン
ナ
ー
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
注
目
さ
れ
た
公

務
員
ラ
ン
ナ
ー
の
川
内
優

輝
選
手
は
、
２
時
間
13
分

43
秒
の
大
会
新
記
録
で
圧

巻
の
走
り
を
見
せ
ま
し
た
。

第33回根室産業フェスティバル

い
ま
、
根
室
が
う
ま
い
！

　

根
室
の
秋
の
味
覚
を
楽
し
む
イ
ベ
ン
ト
第
33
回
根
室
産
業

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
10
月
１
日
、
道
立
北
方
四
島
交
流
セ
ン

タ
ー
「
ニ
・
ホ
・
ロ
」
横
の
根
室
市
イ
ベ
ン
ト
広
場
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
晴
天
に
恵
ま
れ
、
根
室
市
民
や
観
光

客
な
ど
大
勢
の
人
が
会
場
を
訪
れ
て
い
ま
し
た
。
Ｊ
Ａ
と
市

内
４
Ｊ
Ｆ
等
が
協
力
し
て
用
意
し
た
山
海
の
幸
を
堪
能
し
ま
し
た
。　

　

Ｊ
Ａ
ブ
ー
ス
で
は
、
青
年
部
が
毎
年
人
気
の
ス
テ
ー
キ
と
、
今
年
は
か
わ

い
い
ウ
シ
焼
き
（
人
形
焼
き
）
を
販
売
、
女
性
部
は
い
も
だ
ん
ご
と
ポ
テ
バ

ー
ガ
ー
、
４
Ｈ
Ｃ
に
よ
る
手
作
り
バ
タ
ー
体
験
と
酪
農
ク
イ
ズ
、
購
買
課
の

乳
・
肉
製
品
の
廉
価
販
売
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
牛
乳
乳
製
品
の
消

費
拡
大
と
し
て
牛
乳
と
チ
ー
ズ
の
試
食
販
売
を
行
い
、
会
場
を
訪
れ
た
方
達

に
「
毎
日
の
食
卓
に
乳
製
品
を
」
と
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

大会新記録で優勝した川内選手
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酪農協議会親睦パークゴルフ大会

ゴ
ル
フ
と
じ
ゃ
ん
け
ん
大
会
で
和
気
あ
い
あ
い

　

10
月
13
日
、
上
春
別
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
に
て

Ｊ
Ａ
道
東
あ
さ
ひ
酪
農
協
議
会
主
催
に
よ
る
親

睦
パ
ー
ク
ゴ

ル
フ
大
会
が

開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

参
加
者
は
35
名
と
少
な
か

っ
た
も
の
の
、
晴
天
の
も
と

和
気
あ
い
あ
い
と
プ
レ
ー
を

楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
競
技

終
了
後
、
焼
肉
を
食
べ
な
が

ら
表
彰
を
行
い
、
キ
ャ
ン
セ

ル
等
に
よ
り
余
っ
た
賞
品
は

佐
々
木
協
議
会
長
と
ジ
ャ
ン

ケ
ン
で
勝
っ
た
方
に
贈
ら
れ

る
な
ど
、
終
始
和
や
か
な
雰

囲
気
で
終
了
致
し
ま
し
た
。

根室支所 第15回組合員親睦交流会

ス
ポ
ー
ツ
の
秋
！　

食
欲
の
秋
！

　

根
室
支
所
主
催
の
組
合
員
親
睦
交
流

会
が
10
月
７
日
、
根
室
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク

ボ
ウ
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
第
15
回

目
を
迎
え
た
今
年
は
、
組
合
員
、
そ
の

家
族
・
牧
場
ス
タ
ッ
フ
や
Ｊ
Ａ
役
職
員
総
勢
54
名
が
参

加
し
、
ボ
ウ
リ
ン
グ
と
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
満
喫
し
ま
し

た
。　

　

ボ
ウ
リ
ン
グ
は
酪
農
協
議
会
対
抗
団
体
戦
で
行
わ

れ
、
２
ゲ
ー
ム
の
平
均
ス
コ
ア
で
順
位
を
決
め
ま
す
。

子
供
達
も
い
ま
し
た
の
で
、
ガ
タ
ー
な
し
の
レ
ー
ン
を

用
意
し
て
、
賑
や
か
に
プ
レ
ー
を
し
て
い
ま
し
た
。
１

時
間
程
度
で
ゲ
ー
ム
終
了
。
結
果
は
懇
親
会
場
で
発
表

し
、
優
勝
は
和
田
酪
農
協
議
会
で
し
た
。
２
位
は
歯
舞

酪
農
協
議
会
、
３
位
は
初
田
牛
酪
農
協
議
会
、
４
位
は

厚
床
東
部
酪
農
協
議
会
、
５
位
は
厚
床
西
部
酪
農
協
議

会
と
い
う
結
果
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
他
に
個
人
賞
と

し
て
男
女
ベ
ス
ト
ス
コ
ア
賞
と
男
女
ブ
ー
ビ
ー
賞
を
発

表
。
男
性
ベ
ス
ト
ス
コ
ア
賞
は
長
山
雄
一
さ
ん
、
女
性

ベ
ス
ト
ス
コ
ア
賞
は
戸
田
美
香
さ
ん
、
男
性
ブ
ー
ビ
ー

賞
は
田
代
広
幸
さ
ん
、
女
性
ブ
ー
ビ
ー
賞
は
横
峯
は
な

ち
ゃ
ん
で
し
た
。
食
事
を
し
な
が
ら
ビ
ン
ゴ
大
会
も
行

い
和
気
あ
い
あ
い
の
中
、
今
年
の
交
流
会
は
終
了
し
ま

し
た
。

　

来
年
も
、
工
夫
を
凝
ら
し
た
企
画
で
交
流
を
深
め
て

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

男性の部

女性の部

ホールインワン賞

石川　秀宣さん
（別海支所）

石田　靖江さん
（別海支所）

佐々木正人さん
（西春別支所）

優　

勝
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　９月23日・24日、北海道ホルスタイン共進会場にて2017北海道ホルスタインナショナルショウが開

催されました。オフィシャル・ジャッジを小椋茂敏氏（上士幌町　酪農家）、アソシエート・ジャッジ＆

ジャージー部門オフィシャル・ジャッジを田井道広氏（北海道ホルスタイン農業協同組合　審査部審査

課課長）、ジュニアカップジャッジ＆リードマンコンテストジャッジを高橋忠司氏（オールジャパン ブ

リーダーズ サービス株式会社　代表取締役）が務め、計434頭（ホルスタイン375頭、ジャージー34頭、

ジュニアカップ25頭）が乳牛の体型や資質を競い合いました。グランドチャンピオンにはＴＭＦ　ナデ
イル　アツト　アンナ　エコー号（㈲田中牧場　清水町）、リザーブグランドチャンピオンにはハツ
ピーライン　ダミオン　エンジニア　ＥＴ号（吉田智貴氏　上士幌町）が輝きました。
　道東あさひ農協からは12戸22頭の出品（別海支所７戸11頭、上春別支所１戸１頭、西春別支所１戸

１頭、根室支所３戸９頭）があり、第９部ジュニア２歳クラスにて、別海支所・丹羽博文氏出品のフア
インクエスト　コンスタンス　チツプ　ＥT号が１等１席並びにベストアダーを獲得しました。おめで
とうございます。

　道東あさひ全体では、８頭が１等賞入賞を果たし、全道にアピールすることができました。

　出品者の皆様お疲れ様でした。

2017北海道ホルスタインナショナルショウ
丹羽博文氏出品牛が1等1席を獲得!

2017北海道ホルスタインナショナルショウ
丹羽博文氏出品牛が1等1席を獲得!

◎道東あさひ　上位入賞牛

菊　地　正　明　氏
丹　羽　　　務　氏
㈲　武　隈　牧　場
丹　羽　博　文　氏
㈲　武　隈　牧　場
酒　井　保　幸　氏
中　川　　　勉　氏
中　川　佳　代　氏

別　海
別　海
根　室
別　海
根　室
別　海
根　室
根　室

出 品 者部
2
4
8
9
11
14
15
16

等
1等
1等
1等
1等
1等
1等
1等
1等

席
5席
5席
3席
1席
3席
6席
4席
2席

支　所

ジヨハナ アストロ ソロ
グローリアス ハツピー コントラスト アリー
エクセルランド マーシヤル スパークリング
フアインクエスト コンスタンス チツプ ET
MFK カメレオン S シヨウシヨ ET
グローリーランド ベツスリリー ハツドリー
センターランド ポンチアク アドベント
センターランド バーリー サンチエス

名　　　　号

９部１等１席を獲得した
フアインクエスト　コンスタンス　チツプ　ＥＴ号
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乳牛改良同志会 2017オータムホルスタインショウ
組合長杯（支部対抗戦）は根室支部が１位に！
乳牛改良同志会 2017オータムホルスタインショウ
組合長杯（支部対抗戦）は根室支部が１位に！

　10月６日、根室地方家畜商業協同組合（別海町）にてJA道東あさひ乳牛改良同志会 2017オータムホ
ルスタインショウが開催されました。
　審査員は根室支所の酪農家で、当同志会副会長 
の矢部譲治氏が務めました。デイリークイーンは
生産部家畜改良課の高久真緒職員が務め、同志会
４支部と別海高校を含む計52頭が体型の美しさ、
乳牛の資質を競い合いました。
　ジュニアチャンピオンには伊藤真幸氏（別海支
部）出品のVT アトウツド シド 号、シニアチャン
ピオンには佐久間淳氏（上春別支部）出品のメ
リーランド BKM スター エラ 号がそれ
ぞれ輝きました。
　前日には、同会場にて別海高等学校の
平岡賢一教諭を講師に招き、同志会活性
化事業部会主催による「乳牛毛刈り講習
会」が開催され、別海高校酪農経営科生
徒・活性化部員を中心に毛刈りの技術を
学びながら、互いの交流を深めました。
　組合長杯（支部対抗戦）は根室支部が
第1位を獲得し、天候にも恵まれた今年
最後の共進会は矢部譲治氏の丁寧・厳正
な審査のもと盛会の内に幕を閉じました。

ＶＴ　アトウツド　シド

エース　フイーバー　ダリイ

メリーランド　ＢＫＭ　スター　エラ

センターランド　バーリー　ダンデイー　ダスク

ジュニアチャンピオン

ジュニアリザーブチャンピオン

シニアチャンピオン

シニアリザーブチャンピオン

１

２

３

５

７

８

９

10

11

グローリアス　シド　ネツト　クレアスター

バロンドール　サンピラー

エース　フイーバー　ダリイ

ＶＴ　アトウツド　シド

マツクス　ソフオモア　アントーン

ダイアリー　フイン　マツク　パラダイス　ＥＴ

メリーランド　ＢＫＭ　スター　エラ

フアインクエスト　ダンデイー　ステイリー

センターランド　バーリー　デンデイー　ダスク

パインツリー　シド　ＥＴ

トツクフアーム　ゴールドサン　ＥT

クラツクホーム　フイーバー　ＥT

パインツリー　シド　ＥＴ

ベルサス　ソフオモア　ＥＴ

レーガンクレスト　エルトン　ダーハム　ＥＴ

デスー　ＢＫＭ　マツカチエン　1174　ＥＴ

スタントンズ　ステデイー　ＥＴ

サイエンテフイツク　ＳＳ　ダスク　ＥＴ

丹羽　　務 氏

菊地　正明 氏

伊藤　真幸 氏

伊藤　真幸 氏

伊藤　真幸 氏

㈱Diary Holsteins

佐久間　淳 氏

丹羽　博文 氏

中川　佳代 氏

別　海

別　海

別　海

別　海

別　海

別　海

上春別

別　海

根　室

29.4.22

29 .2 . 1

28.12.1

28 .5 . 3

27.11.8

27.5.13

26.4.22

25 .6 . 8

24.6.25

伊藤　真幸 氏

伊藤　真幸 氏

佐久間　淳 氏

中川　佳代 氏

別　海

別　海

上春別

根　室

名　　　　号

【各部１位】　名　　　号　部

出　品　者チャンピオン牛 支　部

生年月日 父 出　品　者 支部

海

海

春別

室

部

シニアチャンピオン　佐久間　淳氏出品↑
メリーランド　ＢＫＭ　スター　エラ号

審査員を務めた矢部譲治氏→
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　８月17日から９月15日の日程で、審査員に北海道ホルスタイン農業協同組合の渡部幸一氏を審査員に

迎え、平成29年度前期（B日程）体型調査及び牛群審査が行われました。

　牛群審査については、根室支所・中川佳代氏所有センターランド　バーリー　サンチエス号がEX92点、

センターランド　ダーハム　デスチニイ　ＥＴ号がEX91点、センターランド　Ｔ　セルボス　デツカー

アウトバウンド号、センターランド　Ｔ　セルシーボス　アトラス号、矢部譲治氏所有アローメープル

ローラ　ゴールド　テイーチ号がEX90点を獲得しました。また、別海支所・酒井保幸氏所有グローリー

ランド　カードア　エルトン　ウイン号がEX90点を獲得しました。おめでとうございます。

　後代検定体型調査については、これからの後継牛の選抜・淘汰に欠くことのできない種雄牛評価値の貴

重なデータとして活用される事となりますので、今後とも乳検への加入、後代検定精液の利用ならびに、

体型調査へのご協力をお願いいたします。

　今回、調査協力をいただきました生産者の皆様に感謝申し上げ報告といたします。

前期B日程体型調査・牛群審査終わる!!前期B日程体型調査・牛群審査終わる!!

決定得点87点以上牛一覧

センターランド　バーリー　サンチエス
センターランド　ダーハム　デスチニイ　ＥＴ
アローメープル　ローラ　ゴールド　テイーチ
グローリーランド　カードア　エルトン　ウイン
センターランド　Ｔ　セルボス　デツカー　アウトバウンド
センターランド　Ｔ　セルシーボス　アトラス
センターランド　アウトバウンド　Ｅ　ジヤツク
センターランド　デイステイニー　シヤウト
フエイアーク　スーパー　ドレーク
マウントエース　チヤンピオン　フイーバー　カイト
ドリーム　シヤワー　シド　クイーン
マツクスデーリイ　スターシア　デンプシー
ダイアリー　ロイウツド　ブレンデイ
スタデイフアーム　ジユピテル　アイオーン
グローリーランド　トーイ　サンチエス
グレイスフル　ＴＢ　デイストライ　ルル
センターランド　デイカプリオ　ダンデイー
アローメープル　ウルセラ　Ｄ　アデイ
マウントエース　シヤルマン　ウイナー
スピリツト　ヘイセン　ローソリテイ
マウントエース　アメージング　ジヨイ
ＢＦ　ＭＢＢ　ジエス　サンチエス
マウントエース　デユアナ　フイーバー
グローリーランド　カードア　ロイレーン　キヤンベル
グローリーランド　リユゴールド　ビクシイー　ＥＴ
マラソン　フラワー　レビニユー　サリー
マツクスデーリイ　アフター　クイーン　エレナ
センターランド　メリー　シンコ　ブラツクス
センターランド　アトム　コーダイ
フィールド　トウルース　シヤウト　
スピリツト　ターボ　ミア　ＷＯＯＤ
センターランド　ビユーテイ　リー　シバー
エルビナ　レビニユー　シド

7H8190
7H5157
200H393
200H3205
11H9142
94H11486
200H3516
29H13387
1H8778
200H5592
200H2137
7H9264
7H10506
JP3H53584
7H8190
94H13666
94H10276
7H9264
JP3H53940
200H5588
11H10153
7H8190
200H5592
JP3H03479
200H3250
200H5592
94H14105
5H52850
55483

29H13387
7H10506
200H5567
200H2137

06－06
09－03
05－11
06－04
06－11
08－11
05－00
05－02
05－03
05－05
05－11
03－11
04－04
04－08
04－08
04－08
04－09
04－11
05－00
05－01
03－09
03－11
04－02
04－03
04－04
04－06
04－07
04－09
04－10
04－11
04－11
05－00
05－04

中川　佳代氏
中川　佳代氏
矢部　譲治氏
酒井　保幸氏
中川　佳代氏
中川　佳代氏
中川　佳代氏
中川　佳代氏
佐藤　正一氏
安部　政博氏
㈱Diary Holsteins
佐久間　勝氏
㈱Diary Holsteins
安部　政博氏
酒井　保幸氏
渡部　義市氏
中川　佳代氏
矢部　譲治氏
安部　政博氏
佐々木　信氏
安部　政博氏
清水　　彰氏
安部　政博氏
酒井　保幸氏
酒井　保幸氏
佐藤　正一氏
佐久間　勝氏
中川　佳代氏
中川　佳代氏
宇居　幸子氏
佐々木　信氏
中川　佳代氏
佐藤　正一氏

根　室
根　室
根　室
別　海
根　室
根　室
根　室
根　室
上春別
別　海
別　海
根　室
別　海
別　海
別　海
西春別
根　室
根　室
別　海
上春別
別　海
別　海
別　海
別　海
別　海
上春別
根　室
根　室
根　室
西春別
上春別
根　室
上春別

92
91
90
90
90
90
89
89
89
89
89
88
88
88
88
88
88
88
88
88
87
87
87
87
87
87
87
87
87
87
87
87
87

得点 名　　　　　　号 父略号 審査年齢 所 有 者 支 所
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中西別酪農祭第37回ふれあいフェスタ

嫁
運
び
リ
レ
ー
に
夫
奮
闘

　

別
海
町
立
中
西
別
小
学
校
ス
ケ
ー
ト
リ

ン
ク
で
９
月
30
日
、
第
37
回
中
西
別
酪
農

祭
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
タ
が
開
催
さ
れ
、
旬

の
味
覚
や
イ
ベ
ン
ト
を
楽
し
も
う
と
多
く

の
人
で

賑
わ
い
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
中
西
別

酪
農
協
議
会
・
別
海

漁
協
・
別
海
支
所
職

員
に
よ
る
、
様
々
な

料
理
の
無
料
提
供

や
、
余
興
で
は
中
西

別
草
原
太
鼓
に
よ
る

演
奏
が
披
露
さ
れ
ま

し
た
。

　

毎
年
大
盛
り
上
が

り
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
で
は
、
牛
乳
・
ど

ら
焼
き
早
食
飲
み
競

争
に
加
え
、
初
開
催

の
協
議
会
対
抗
健
康

サ
ン
ダ
ル
嫁
運
び
リ

レ
ー
が
行
わ
れ
、
痛

み
に
耐
え
な
が
ら
奮

闘
す
る
夫
の
姿
に
会

場
は
多
く
の
歓
声
と

笑
い
に
包
ま
れ
て
い

ま
し
た
。

西春別支所金融店舗防犯訓練

緊
迫
の
訓
練　

落
ち
着
い
た
対
応

　

10
月
14
日
、
西
春
別
支
所
金
融
店
舗
で
は
中
標
津
警
察
署
協
力
の
も
と
、
金

融
機
関
強
盗
を
想
定
し
た
防
犯
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

金
融
担
当
常
務
、
金
融
共
済
部
部
長
、
４
支
所
の
金
融
共
済
課
職
員
20
名
が

参
加
し
、
警
察
署
員
が
犯
人
役
を
務
め
、
帽
子
に
マ
ス
ク
姿
の
男
が
模
造
拳
銃

を
持
っ
て
店
内
に
入
り
、
天
井
に
向
か
っ

て
発
砲
す
る
と
「
動
く
な
！
」
「
金
を
出
せ
！
」
な
ど

と
脅
迫
。
当
支
所
の
課
長
が
対
応
し
、
渡
し
た
現
金
を

持
っ
て
車
で
逃
走
す
る
想
定
で
行
い
ま
し
た
。

　

職
員
は
役
割
に
応
じ
て
、
犯
人
が
入
っ
て
き
た
と
き

に
即
座
に
非
常
ボ
タ
ン
を
押
す
通
報
係
、
犯
人
の
容

姿
・
特
徴
を
チ
ェ
ッ
ク
表
に
記
入
す
る
係
、
逃
走
し
た

犯
人
を
追
跡
す
る
係
と
日
頃
か
ら
申
し
合
わ
せ
て
い
る

任
務
分
担
に
応
じ
て
、
落
ち
着
い
て
対
応
し
て
お
り
ま

し
た
。

　

犯
人
が
逃
走
後
、
西
春
別
駅
前
駐
在
所
署
員
が
到
着

し
事
情
聴
取
の
訓
練
も
実
施
し
、
職
員
は
チ
ェ
ッ
ク
表

を
基
に
容
姿
や
特
徴
を
思
い
出
し
な
が
ら
説
明
し
ま
し

た
。
訓
練
終
了
後
、
実
際
に
犯
人
役
を
見
な
が
ら
チ
ェ

ッ
ク
表
を
比
較
し
、
相
違
点
を
確
認
し
ま
し

た
。
同
署
生
活
安
全
課
の
署
員
か
ら
は
、

「
犯
人
の
容
姿
や
特
徴
を
観
察
す
る
、
現
場

保
存
を
し
っ
か
り
す
る
こ
と
が
大
切
。
動
き

を
ゆ
っ
く
り
と
し
て
い
て
時
間
稼
ぎ
が
で
き

て
よ
か
っ
た
」
と
講
評
を
頂
き
ま
し
た
。

　

防
犯
訓
練
終
了
後
は
、
カ
ラ
ー
ボ
ー
ル
や

さ
す
ま
た
の
使
用
方
法
や
護
身
術
の
指
導
を

受
け
、
特
殊
防
犯
詐
欺
に
係
る
講
習
会
も
行

わ
れ
ま
し
た
。
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第33回根室市農業後継者若妻のつどい

レ
カ
ン
フ
ラ
ワ
ー
講
習

　

10
月
20
日
、
根
室
市
農
業
後
継
者
若
妻
の
つ
ど
い
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
農
家
に
嫁
い
で
来
た
女
性
の
慣
れ
な
い
農
村

生
活
の
慰
労
と
、
こ
れ
か
ら
の
農
業
の
担
い
手
と
し
て
の
意

識
を
高
め
る
と
い
う
主
旨
で
毎
年
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
、「
レ
カ
ン
フ
ラ
ワ
ー
講
習
」
を
行
い
ま
し
た
。
レ

カ
ン
フ
ラ
ワ
ー
と
は
、
フ
ラ
ン
ス
語
で
「
宝
石
箱
」
と
い
う

意
味
で
、
立
体
的
に
乾
燥
さ
せ
た
植
物
と
小
物
な
ど
を
ア
レ
ン
ジ
し
て
額
に

飾
り
ま
す
。
思
い
出
や
記
念
の
品
物
な
ど
を
植
物
と
一
緒
に
飾
り
保
存
す
る

こ
と
で
自
分
だ
け
の
大
切
な
宝
箱
を
作
る
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
の
一

つ
で
す
。
講
師
を
、
市
内
の
フ
ラ
ワ
ー
シ
ョ
ッ
プ
の
方
に
依
頼
し
、
お
持
ち

い
た
だ
い
た
材
料
の
中
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
好
き
な
物
を
選
ん
で
、
質
問
し
な
が

ら
製
作
し
、
み
な
さ
ん
の
個
性
が
光
る
作
品
が
出
来
上
が
り
ま
し
た
。

　

若
妻
の
つ
ど
い
対
象
者
は
、
10
年
以
内
に
結
婚
し
た
方
、
及
び
40
歳
以
下

の
方
に
な
っ
て
お
り
年
々
更
新
し
て
い
く
の
で
す
が
、
人
数
が
減
少
傾
向
に

な
っ
て
い
る
こ
と
が
少
し
残
念
で
す
。
今
後
も
担
い
手
不
足
解
消
と
花
嫁
対

策
の
一
助
に
な
る
活
動
を
行
っ
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

参加を希望される方は、１２月１日（金）までに
JA道東あさひ営農部（TEL 0153－75－2202）までご連絡ください。

　地元富良野農業高校を卒業後、18才から農業に従事。当時、米・豆・人参を中心に育てていたが、
メロン栽培を経営に取り入れる。26才に妻との結婚を機に産地直送を始め、現在に至る。

主催／北海道根室振興局、ねむろ農業法人ネットワーク

根室農業法人スキルアップ研修会根室農業法人スキルアップ研修会根室農業法人スキルアップ研修会根室農業法人スキルアップ研修会根室農業法人スキルアップ研修会根室農業法人スキルアップ研修会根室農業法人スキルアップ研修会根室農業法人スキルアップ研修会根室農業法人スキルアップ研修会根室農業法人スキルアップ研修会根室農業法人スキルアップ研修会
12月6日（水）10：30～開催日時

ウェディングプラザ寿宴大ホール
・基調講演　「直販・通販で売上げを伸ばし続ける！～お客様とつながる最強の農業経営～」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　講　師：寺坂農園代表 寺坂　祐一氏
・個別相談会 　13：30～14：30　相談員：北海道農業会議 水尻　恵太氏
　　農業法人の設立に興味のある方、法人のメリットを知りたい方、農業法人に興味のある方など。農業
　　法人設立のスペシャリストである北海道農業会議水尻氏の個別相談会を開催します。相談会への参加
　　は、事前申込制としていますので、参考お申込時に相談会参加希望としてお申し込みください。

開催場所

内　　容

お申込み

講師のご案内

（中標津町東3条北1丁目　TEL 0153－72－9611）

寺坂　祐一氏
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全道ＪＨＣ酪農教室

各
地
の
出
品
牛
に
熱
視
線

　

９
月
23
日
、
北
海
道
ホ
ル
ス

タ
イ
ン
共
進
会
場
に
て
、
全
道

ジ
ュ
ニ
ア
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
ク
ラ

ブ
酪
農
教
室
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

こ
の
酪
農
教
室
で
は
、
毎
年
全
道
各
地
の

ジ
ュ
ニ
ア
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
ク
ラ
ブ
か
ら
会
員

が
集
ま
り
、
酪
農
や
牛
に
つ
い
て
学
び
ま

す
。
昨
年
に
引
き
続
き
会
員
２
名
が
参
加

し
、
ク
イ
ズ
な
ど
の
ゲ
ー
ム
を
通
し
て
他
の

会
員
と
の
交
流
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

ま
た
、
２
０
１
７
北
海
道
ホ
ル
ス
タ
イ
ン

ナ
シ
ョ
ナ
ル
シ
ョ
ウ
の
見
学
で
は
、
各
地
か

ら
集
ま
っ
た
出
品
牛
た
ち
が
大
き
な
リ
ン
グ

を
歩
く
姿
に
目
を
輝
か
せ
て
い
ま
し
た
。

ＪＨＣ道内視察研修

弟
子
屈
町
で
乳
搾
り
体
験

　

10
月
９
日
、
ジ
ュ
ニ
ア
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
ク
ラ
ブ
道

内
視
察
研
修
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
研
修
は
、
会
員
間
・
保
護
者
間
相
互
の
親
睦

を
図
る
こ
と
を
目
的
に
し
て
お
り
ま
す
。
今
年
は
弟

子
屈
方
面
へ
の
日
帰
り
で
、
渡
辺
体
験
牧
場
を
研
修

地
と
し
、
会
員･
保
護
者
合
わ
せ
て
15
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

渡
辺
体
験
牧
場
で
は
、
牛
乳
か
ら
手
作
り
バ
タ
ー
と
ア
イ
ス
を
作

り
、
乳
搾
り
体
験
も
行
い
ま
し
た
。
牛
乳
な
ど
が
入
っ
た
瓶
を
バ
タ

ー
が
で
き
る
ま
で
振
り
続
け
る
こ
と
は
、
大
人
で
も
か
な
り
大
変
で

し
た
が
、
み
ん
な
一
生
懸
命
瓶
を
振
り
、
完
成
し
た
バ
タ
ー
を
美
味

し
そ
う
に
食
べ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
い
つ
も
飲
ん
で
い
る
牛
乳
が

ど
う
や
っ
て
で
き
て
い
る
の
か
、
牛
の
体
の
し
く
み
な
ど
、
渡
辺
さ

ん
が
わ
か
り
や
す
く
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。
搾
乳
体
験
で
は
、
今
ま

で
や
っ
た
こ
と
が
あ
る
子
も
な
い
子
も
上
手
に
乳
搾
り
を
し
て
い
ま

し
た
。

当選者：各支所33名
　　　　計132名

本キャンペーンにご参加・ご応募
頂き、ありがとうございました。
今後も益々のご愛顧のほど、よろ
しくお願い申し上げます。
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気
象
情
報
の
「
キ
ー
ワ
ー
ド
」
に
注
目

万
一
に
備
え
よ
う　

わ
が
家
の
防
災

災
害
危
機
管
理
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
・
和
田
隆
昌

　

河
川
の
決
壊
や
土
砂
災
害
の
発
生
は
こ

の
「
積
算
降
水
量
」
が
大
き
く
影
響
し
ま

す
。
ま
た
「
ゲ
リ
ラ
豪
雨
」「
爆
弾
低
気

圧
」「
線
状
降
水
帯
」
な
ど
と
い
う
言
葉

も
最
近
聞
く
よ
う
に
な
っ
た
新
し
い
用
語

（
正
式
な
気
象
用
語
で
は
な
い
）
で
あ
り
、

被
害
の
発
生
し
や
す
い
気
象
条
件
の
際
に

報
道
で
も
使
用
さ
れ
ま
す
。

　

暖
気
と
寒
気
が
ぶ
つ
か
っ
た
と
き
に
起

き
る
「
大
気
の
不
安
定
な
状
態
」
も
、
積

乱
雲
が
伴
う
こ
と
に
よ
り
、
集
中
豪
雨
、

強
風
、
竜
巻
、
ひ
ょ
う
な
ど
が
発
生
し
、

農
作
物
に
も
大
き
な
被
害
が
発
生
し
ま
す
。

報
道
で
こ
の
よ
う
な
語
句
を
耳
に
し
た
場

合
は
、
す
ぐ
に
自
分
の
地
域
に
影
響
が
あ

る
か
ど
う
か
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　

気
象
情
報
は
、
新
し
い
気
象
衛
星
と
情

報
技
術
の
進
歩
に
よ
っ
て
以
前
よ
り
も
格

段
に
正
確
で
、
よ
り
早
い
事
前
の
情
報
を

提
供
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
と

こ
ろ
が
、
情
報
を
受
け
る
側
が
、
積
極
的

に
情
報
を
取
り
、
素
早
く
行
動
す
る
こ
と

が
な
け
れ
ば
被
害
を
減
ら
す
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。
気
象
災
害
に
よ
る
人
的
・
物
的

被
害
を
最
小
限
に
す
る
に
は
、
気
象
情
報

を
い
か
に
早
く
入
手
す
る
か
、
そ
し
て
自

治
体
の
発
表
だ
け
に
頼
ら
ず
に
、
自
主
的

に
自
ら
の
安
全
確
保
の
た
め
に
動
く
こ
と

が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

今
年
は
豪
雨
に
よ
る
洪
水
・
土
砂
災
害

が
例
年
に
な
く
多
い
年
で
す
。

　

少
し
前
ま
で
東
北
・
北
海
道
に
は
台
風

が
来
な
い
、
北
海
道
に
は
梅
雨
が
な
い
、

な
ど
と
い
う
「
常
識
」
が
あ
っ
た
の
で
す

が
、
そ
れ
を
覆
す
よ
う
に
、
東
北
・
北
海

道
を
迷
走
台
風
が
襲
い
、
多
雨
、
集
中
豪

雨
な
ど
で
の
被
害
が
見
ら
れ
ま
す
。

　

気
象
庁
の
発
表
に
お
い
て
も
被
害
が
起

き
る
た
び
に
各
地
で
「
観
測
史
上
最
大
」

と
い
う
言
葉
が
聞
か
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
実
際
に
単
位
時
間
の
最
大
降
水
量

は
全
国
的
に
増
加
傾
向
に
あ
り
、
10
年
前

と
は
明
ら
か
に
変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。

し
か
し
豪
雨
が
発
生
し
た
と
き
に
は
「
積

算
降
水
量
（
24
時
間
、
72
時
間
降
水

量
）」の
方
に
も
注
意
が
必
要
で
す
。

11月は、労働保険
適用促進強化月間です！
　労働保険とは、労災保険と雇用保険の総称で、
労働者の生活の安定、福祉の増進等を図ることを
目的に、国が直接管理運営している保険です。農
林水産業の一部を除き、労働者を一人でも雇用す
る事業については、法人・個人を問わず加入が義
務付けられております。
　厚生労働省では、「未手続事業の一掃」を年間
を通じた主要課題と位置づけた上で、11月を
「労働保険適用促進強化月間」とし、集中的に広
報活動を展開し、労働保険制度のより一層の理解、
周知を図ることとしております。
　労働者が安心して働ける職場となるよう、まだ
労働保険に加入していない事業主の方は、速やか
に最寄りの労働基準監督署または公共職業安定所
（ハローワーク）でご相談ください。

厚生労働省北海道労働局総務部労働保険徴収課
（011－709－2311）
または最寄りの労働基準監督署・公共職業安定所
（ハローワーク）

問い合わせ先

法人道民税・事業税・地方法人特別税
の申告は便利なeLTAXで！

　eLTAX（エルタックス＝地方税の電子申告）
には、次のようなメリットがありますので是非ご
利用ください。
○インターネットで自宅やオフィスから申告できます。
◯複数の地方公共団体に対する申告をまとめてできます。
◯利用者用ソフトで自動入力・自動計算など申告書作
　成をサポートします。
◯eLTAXに対応した市販の会計ソフトからの送信も
　可能です。
　eLTAXの詳しい情報については次をご覧ください。
・eLTAXホームページ
　http://www.eltax.jp/
・北海道 総務部 財政局 税務課ホームページ
　http://www.pref.hokkaido.lg.jp/sm/zim/dshinkoku/index.htm

北海道根室振興局税務課課税係　0153－24－5479（直通）
問い合わせ先



11

　昭和22年11月19日に農業協同組合法（農協法）が制定され、今年で70年を迎
えました。戦後の食糧不足の混乱期に、農業者の協同組織の発達を通じ、「農業生
産力の増進」と「農業者の経済的社会的地位の向上」を図り、国民経済の発展に
寄与することを目的として、農協法が制定され、農協が設立されました。

　農協は「農業者による農業者のための組織」であり、協同組合原則に掲げる「自主・自立」「民主的
運営」の基本に立ち、相互扶助の精神のもと、幾多の困難な状況を乗り越え、組合員の皆様の営農と生
活の安定並びにより良い地域社会の実現を目指し、総合事業を展開しながら今日に至っております。言
うまでもなく、農協法は農協の組織・事業を運営する基本法として極めて重要な役割を担っております
が、農協法公布記念日を契機に、組合員・役職員の皆様と改めて協同組合の原点に立ち返り、その意義
と役割についての共通認識を深めたいと考えます。

　組合員・役職員の皆様には基本的な話になりますが、協同組合は個人あるいは中小の事業者等が共通
する目的のために自主的に集まり、その事業の利用を中心としながら、民主的な運営や管理を行う営利
を目的としない組織です。協同組合は19世紀にイギリス・ドイツ等ヨーロッパで始まり、世界各地に広
がりました。現在では日本を含め世界の多くの国々で多くの協同組合が活動を展開しております。世界
の協同組合の連合組織であるICA（国際協同組合同盟）には、現在で100ヶ国以上が加盟しており、関
連する組合員数は世界全体で10億人、事業高は29兆円にものぼります。わが国では、協同組合の組合
員数は6,500万人、事業高は16兆円、店舗・施設数は35,600ヶ所もあり、正に地域のインフラを形成
している組織と言えます。

　協同組合は、民主主義を基礎とした事業運営や活動を通じて、経済的・社会的な側面で人々の生業と
生活の向上と課題解決を大きく助ける役割を担っております。例えば安全・安心で豊かな食品と生活に
役立つ購買品の生産と供給、地域の豊かな暮らしと経済活動のために寄与する金融事業、総合的な暮ら
しの保障のための共済事業、健康な日常生活を営むための医療・福祉事業のほか、広く地域社会に貢献
するための様々な社会的取組み等がその一例となります。そして地震や風水害による大規模災害が発生
した際にも、各協同組合が物資の支援、ボランティアの派遣、募金活動等を展開することにより、被災
地域の復旧・復興支援に大きな役割を果たして来ております。

　このように協同組合は日本の社会と地域の人々の暮らしのために、永年に亘って多くの分野でその役
割を発揮してきているのです。
　ユネスコは協同組合の存在価値を評価し、昨年11月30日、エチオピアのアディスアベバで開催され
た無形文化遺産保護条約第11回政府間委員会において、「協同組合において共通の利益を形にするとい
う思想と実践」のユネスコ無形文化遺産への登録を決定しました。決定にあたってユネスコは、協同組
合を「共通の利益と価値を通じてコミュニティづくりを行うことができる組織であり、雇用の創出や高
齢者支援から都市の活性化や再生可能エネルギープロジェクトまで、さまざまな社会的な問題への創意
工夫あふれる解決策を編み出している」としています。また、「無形文化遺産」とは、「世代から世代へ
と伝承され、文化の多様性及び人類の創造性に対する尊重を助長するもの」とされています。

　農業協同組合も農業を生業とする農業者および地域住民の集まりによる協同組合です。北海道農業は
開拓以来、親から子、孫へと連綿と受け継がれた国民の健康と命を守るという社会的使命を担って発展
して参りました。合わせて、地域農業の振興は、地域の環境・文化・福祉への貢献を通じて、皆が安心
して暮らせる豊かな地域社会を築いて参りました。農業協同組合に集う組合員、役職員の皆様はこのよ
うに世界的に評価され、社会的意義のある協同組合の仲間であることを誇りとし、協同活動の輪（道民
550万人サポーターづくり）を広めて頂きたいと考えております。このことが新自由主義経済への対立
軸としての協同組合の存在意義を高め、永年に亘り先人が築き上げた地域農業並びに地域社会の基盤を
さらに発展させ、後世にしっかりと引き継がれ、持続可能な農業へと繋がるものと確信しております。

　最後になりますが、ＪＡグループ北海道は、協同組合の理念と精神を事業の根幹とし、今後とも組合
員の皆様が夢と希望を持って営農と生活が続けられる環境を整えること、地域農業とＪＡの発展に全力
でサポートすることをお誓い申し上げ、農協法公布記念日にあたってのメッセージと致します。

農協法公布記念日にあたっての組合員･役職員へのメッセージ
北海道農業協同組合中央会　会長　飛田　稔章
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寒冷期に向けた乳牛の環境整備

　窓や扉を閉め切ることにより、ふん尿からのアンモニア、呼気からの水蒸気や炭酸ガスなどが牛
舎内に充満し、牛舎内環境は悪化
してしまいます。環境悪化によっ
て、牛の採食量が低下し、乳量に
影響が出る可能性があります。
　人が多少寒さを感じても、窓や
扉を開放し、新鮮な空気を牛舎内
に入れましょう。また、牛舎内の
換気扇をゆっくり回し、空気を入
れ替えましょう。

　施設によっては冬になると水道管が凍結するため、水道
を止める、熱湯をかけてとかすといった事例が見られます。
また、水槽がパドックなどの屋外にあると、ホースなどは
さらに凍結しやすくなります。
　毎年凍結してしまう施設の場合、電熱線の利用やホース
の水抜きを工夫することで凍結しづらくなり、飲水量の確
保に繋がります。

　いよいよ冬がやってきます。寒冷期になり外気温が下がると、牛舎を閉め切っていませんか？
水道の凍結は仕方がないと諦めていませんか？寒冷期も「換気」と「水を飲める環境」は大切で
す。これらの飼養環境を見直してみませんか？生産性の低下を抑えるために、できるだけお金を
かけずにできる工夫事例を紹介します。

冬も新鮮な空気は必要です！

冬も水は重要です！

天気が良い日は
扉を開けましょう

はね上げ窓にした事例
（凍結しづらく、開閉しやすい）

不凍帯をホースに巻き、
電熱線を水槽に入れる

不凍帯

実際の事例

１　水槽に給水した後、水道からホースを抜いてハイポイントをつくり、水を抜きます。
２　再び給水する際に、水道にホースをつなげます。

水抜きの工夫

→水槽

水道←

ハイポイントハイポイント
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性選別精液を若雌牛に種付けするタイミング
根釧農業試験場　乳牛グループ　古山　敬祐

　性選別精液による人工授精実施が近年増えています。しかし、性選別精液は妊娠しづらいことが
課題でした。そのため、妊娠しやすくなる人工授精のタイミングを明らかにしました。本稿では、
その研究成果を紹介します。

性選別精液とは？？ 
　牛の精液には、「X精子」と「Y精子」が半分ずつ含まれています。X精子が卵子に受精すれば子
牛は「メス」になり、Y精子であれば子牛は「オス」になります。特別な機械を使い、どちらかの
精子が90％以上になるように選別した精液を「性選別精液」と言います。酪農業界では、X精子を
選別した性選別精液が主に使用され、その性選別精液によって牛が妊娠すれば、子牛の90%以上が
メスになります。

人工授精から排卵までの時間と受胎率との関係 
　当場で飼養されているホルスタイン種未経産牛延べ123頭を用いて性選別精液の授精試験を行い
ました。受胎率が50％よりも高かった人工授精から排卵までの時間は、種雄牛AおよびBでは、そ
れぞれ12～30および0～18時間でした。性選別精液を用いた際の授精適期は、種雄牛によって異
なることが明らかとなりました。

目視による発情発見に基づいた性選別精液の授精指針

　発情発見から排卵までの時間（データ略）および人工授
精から排卵までの時間と受胎率との関係を調べ、発情発見
から授精までの時間と受胎率との関係を推定しました（図
1）。発情監視回数や種雄牛に関係なく、発情発見後6～12
時間に授精を行うことで、50％以上の高い受胎率が期待で
きることが示されました。また、発情監視回数が減るにつ
れて、発情発見率は低下しました。
　以上の結果に基づき、実施可能な性選別精液の授精指針
を作成しました（表1）。目視による発情発見が朝であれば
当日昼過ぎ～夕方、昼過ぎ～夕方であれば翌日朝、夜であ
れば翌日午前での人工授精実施が種雄牛を問わず推奨され
ます。また、発情監視回数の違いによる授精適期の違いは
小さいため、発情監視回数の違いに関わらず本指針は適用
可能であると考えられました。しかし、発情発見率や期待
される受胎率を考慮すると、発情監視は1日3回以上が推奨
されます。

　性選別精液の授精指針の有用性に関する現地検証

　発情監視を1日2回行っている預託育成牧場１戸において、
場内試験で作成した性選別精液の授精指針の有用性を検証
しました。作成した授精指針で推奨される時期に性選別精
液で授精を行った群が最も受胎率が高くなりました（図2）。
現地試験で用いた種雄牛15頭の授精適期は、場内試験で用
いた種雄牛AおよびBの授精適期の概ね範囲内でした。
　以上のことから、作成した性選別精液の授精指針は、種
雄牛を問わず、高受胎率が期待できる指針であると確認さ
れました。
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●搾乳実習・酪農研修（秋）を終えました
【経営科】
　９月12日(火)より別海町酪農研修牧場で、今年度の
搾乳実習を行いまし
た。２年生を対象と
して、酪農の基本的
技術である「搾乳」
について、現地実習
を通して正しい搾乳
技術を学ぶことを目
的に行っています。
卒業生の中にも本実
習を経験し、自家や法人の牧場に勤務するなど中核と
なって活躍している人がいます。先輩方に続いて地域
酪農に貢献する人材の育成を目指して、今後もご指導
をいただきながら、より高い技術の定着を図っていき
ます。
　10月25日（水）には、同じく別海町酪農研修牧場
で酪農研修（秋）を行いました。１年生を対象とし
て、吉田場長よりカウ・コンフォートについて講義を
して頂き、育成牛・成牛の管理実習を行いました。実
習終了後は、今後新規就農を目指している研修生の方
との懇談会を実施し、就農を目指したきっかけや今後
の夢や展望についてお話を伺いました。研修生の熱い
気持ちに触れて、生徒も自身の将来について考えを深
めるとともに、大いに刺激を受けている様子でした。
　
●食彩フェアに参加しました【経営科】
　10月７日（土）にイトーヨーカドー釧路店にて食彩
フェアが開催されました。この催しは全道の農業高校
で栽培された野菜や、製造された加工品などを各地の
イトーヨーカドーで
販売するものです。
前日には店員の方か
らレジ打ちについて
講習を受けたり、
ポップを作成したり
して準備を進めまし
た。当日は多くのお
客様にお越し頂き、
商品の解説を交えながら接客を行いました。消費者の
方々の声を直接お聞きすることで、どのようなものが
求められているのかを知ることができました。この声
を、今後の学習や販売会に生かしていこうと思いま
す。
　イトーヨーカドー釧路店の皆様には販売場所の提供

や、懇切丁寧なご指導を頂きました。この場をお借り
してお礼申し上げま
す。
●【専攻科】環
境科学
　10月４日（水）
～６日（金）の３日
間、「環境科学」の
授業を実施しまし
た。５日には地域の
生態系を知るという目的でフィールドワークを行いま
した。道東地域は北海道の中でも特に多様な環境で知
られ、自然が豊かと言われてはいますが、近年あちら
こちらで問題になっている「外来生物」は、この地に
も潜んでいます。前日に仕掛けたカニかごの中には60
匹以上ものウチダザリガニが捕獲されていました。こ
れは、1930年代に摩周湖に食用として放流されたも
のが徐々に生息域を広げて、在来種であるニホンザリ
ガニを駆逐するまでになっているものです。この日
は、野付半島ネイチャーセンターに持ち帰り、ネイ
チャークラブの鎌田さんと金子さんのご指導の下、計
測・記録して、よ～く茹でて試食しました。学生から
「カニとエビの中間の味がして美味しい」との声が聞
かれ、好評でした。
　
●【専攻科】「草力展」
　10月31日（火）、根室生産農業協同組合連合会／
根室地区酪農対策協議会主催の「草力展」に参加しま
した。午前中はＪＡ
けねべつTMRセン
ターの牧草収穫への
取り組みと根室管内
ＴＭＲセンターの植
生改善への取り組み
を聴講し、午後はス
マート農業体験とし
てドローンと無人ト
ラクターの実演を見学しました。根釧酪農地域が抱え
る課題を解決するための新システムを打ち出し、日々
構成員の経営安定を目指して草地管理、牧草収穫され
ている皆さんの熱意が感じられました。　
　各ブースには最新の生産資材が展示され、担当者よ
り詳しい説明を聞くことができました。そして、根室
管内５ＪＡからの牧草サイレージの品評会の結果、専
攻科１年目学生の松井　慎くんがすべて的中して１
位、２年目学生の佐伯　遥さん、松田寛久さんも好成
績を収め、満面の笑みをたたえて会場を後にしまし
た。

ザリガニ計測中

サイレージ品評会の様子

パーラーでの搾乳

販売会の様子
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み
を
選
手
や
サ
ポ

　

ー
タ
ー
に
知
っ
て
も
ら
う
大
切
な
機
会
に
位
置
付
け
て  

　

い
ま
す
。

　
　

チ
ー
ム
の
Ｊ
１
定
着
と
、
今
後
の
更
な
る
活
躍
を
期
待

　

し
、
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
応
援
し
て
参
り

　

ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
北
海
道
関
連
の
ブ
ー
ス
を
、

札
幌
ド
ー
ム
に
て
多
数
出
展
し
、
サ
ポ
ー
タ
ー

の
皆
さ
ん
に
は
、
ブ
ー
ス
を
回
る
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
や
抽
選

会
を
楽
し
ん
で
も
ら
い
ま
し
た
。

　

食
と
農
・
Ｊ
Ａ
の
魅
力
を
伝
え
る
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ

リ
「
Ｊ
Ａ
２
Ｍ
Ｐ

（
ジ
ェ
イ
エ
イ
ジ
ャ
ン

プ
）
」
の
ブ
ー
ス
で
は
、

イ
ン
ス
ト
ー
ル
し
た
方

に
て
ん
さ
い
糖
（
650

ｇ
）
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
、

大
盛
況
と
な
り
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
北
海
道
は
、
北

海
道
農
業
や
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
に
関

す
る
パ
ネ
ル
を
展
示
し
、
道
内
農
畜
産
物
や

Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
の
事
業
等
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
パ
ネ
ル
を
使
っ
て
中
学
生
以
下

の
子
供
達
を
対
象
に
ク
イ
ズ
を
出
題
し
、
先

着
400
名
の
回
答
者
に
「
フ
ェ
イ
ス
タ
オ
ル
」

等
を
配
布
し
ま
し
た
。

子
供
達
は
真
剣
に
ク
イ

ズ
に
取
組
み
、「
食
と

農
」・「
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
」

に
つ
い
て
理
解
を
深
め

て
も
ら
え
た
と
思
い
ま

す
。

　

ホ
ク
レ
ン
は
「
収
穫
と
勝
利

の
喜
び
で
一
緒
に
は
じ
け
よ

う
」
と
、
来
場
者
先
着
２
０
０
０
人
に
北
海

道
産
と
う
も
ろ
こ
し
100
％
の
「
北
海
道
ポ
ッ

プ
コ
ー
ン
（
150
ｇ
）
」
を
配
布
し
た
他
「
ホ

ク
レ
ン
大
収
穫
祭
」
の
告
知
及
び
全
国
発
送

の
チ
ラ
シ
を
配
布
し
、
来
場
者
へ
の
Ｐ
Ｒ
を

行
い
ま
し
た
。
北
海
道
コ
ン
サ
ド
ー
レ
札
幌

の
石
井
謙
俉
、
キ
ム
・

ミ
ン
テ
の
両
選
手
が
応

援
に
駆
け
つ
け
、
配
布

を
手
伝
う
と
と
も
に
、

記
念
撮
影
や
握
手
に
も

快
く
応
じ
、
集
ま
っ
た

サ
ポ
ー
タ
ー
達
を
喜
ば

せ
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
共
済
連
北
海
道
は
、
地

域
貢
献
活
動
の
紹
介
チ
ラ
シ
を

作
成
し
、
粗
品
と
あ
わ
せ
て
配
布
す
る
こ
と

で
、
交
通
安
全
の
呼
び
か
け
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ア
ン
パ
ン
マ

ン
の
撮
影
ブ
ー
ス
と
ガ

チ
ャ
ガ
チ
ャ
を
設
置
し
、

小
さ
い
お
子
さ
ま
に
も

楽
し
ん
で
い
た
だ
き
、

大
盛
況
と
な
り
ま
し
た
。

１
万
７
千
人
を
超
え
る

来
場
者
の
皆
さ
ま
に
Ｊ

Ａ
共
済
連
の
交
通
安
全

に
か
か
る
活
動
を
知
っ

て
い
た
だ
く
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
北
海
道
厚
生
連
は
、
配

置
薬
課
よ
り
「
野
菜
酵
素
青
汁

（
ト
マ
ト
リ
コ
ピ
ン
配
合
）
」
の
配
布
を
行

い
、
Ｊ
Ａ
配
置
薬
の
Ｐ
Ｒ
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

ブ
ー
ス
に
は
、
前
選
手
も
駆
け
つ
け
、
多

く
の
コ
ン
サ
ド
ー
レ
サ
ポ
ー
タ
ー
の
皆
様
に

集
ま
っ
て
い
た
だ
き

大
盛
況
と
な
り
ま
し

た
。

　

今
後
も
、
北
海
道

コ
ン
サ
ド
ー
レ
札
幌

の
活
躍
を
応
援
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

Ｊ
Ａ
グループ
通
信

Ｊ
Ａ
北
海
道
中
央
会

Ｊ
Ａ
北
海
道
信
連

ホ
ク
レ
ン

Ｊ
Ａ
共
済
連
北
海
道

Ｊ
Ａ
北
海
道
厚
生
連

16
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生徒 先生

第10回理事会報告　平成29年10月25日開催
議案第１号　　北海道常例検査結果指摘事項に対する改善状況等の報告について
議案第２号　　出資の減口について
議案第３号　　特定組合員に対するＪＡ農業経営ステップアップローンの貸付に
　　　　　　　ついて
議案第４号　　特定組合員に対する一般長期資金の貸付について
議案第５号　　特定組合員に対するＪＡ農業後継者応援資金の貸付について
議案第６号　　平成29年度北海道酪農体質強化対策事業に係る良質乳出荷奨励対
　　　　　　　策について
議案第７号　　平成29年度理事との家畜売買取引額（利益相反）の変更について
議案第８号　　ホクレン配合飼料販売促進対策の次期対策について

協議事項１　　地区懇談会の日程及び班編成について

報告事項１　　内部監査（中間）活動報告について
報告事項２　　貸借対照表及び損益計算書（９月末）について
報告事項３　　組合員の動向（９月末）について
報告事項４　　員外利用状況について
報告事項５　　反社会的勢力排除対応管理先に係る対応方針について
報告事項６　　苦情等対応状況及び従業員の交通違反と交通事故について
報告事項７　　定款第57条第６項に基づく貸出金に係る理事会承認案件の処理状
　　　　　　　況について
報告事項８　　融資審査会の結果について

報告事項９　　平成29年度上期ディスクロージャーについて
報告事項10　　第２四半期末余裕金運用について
報告事項11　　不良債権先の処理遂行状況について
報告事項12　　特定組合員実績（９月末）について
報告事項13　　営農離脱・経営転換等による生乳出荷中止者について
報告事項14　　平成29年度鳥獣被害防止総合対策事業実施に係る入札結果につい
　　　　　　　て
報告事項15　　平成28年度補正畜産・酪農収益力強化整備等特別対策事業（機械
　　　　　　　導入事業）の第２回要望調査に係る配分予定額について
報告事項16　　平成29年度酪農経営体生産性向上緊急対策事業（労働負担軽減事
　　　　　　　業）【楽酪事業】に係るリース会社の選定結果（第２回）について
報告事項17　　結婚対策イベントの開催結果について
報告事項18　　根室地区酪対役員会の結果について
報告事項19　　販売事業実績（９月末）について
報告事項20　　平成29年度上期理事との家畜売買取引額（利益相反行為）の実績
　　　　　　　について
報告事項21　　2017北海道ホルスタインナショナルショウの審査結果について
報告事項22　　2017北海道ホルスタインナショナルショウの経費と支出実績につ
　　　　　　　いて
報告事項23　　購買事業実績（９月末）について
報告事項24　　各部委員会の経過報告について
報告事項25　　行事予定について

准組合員について学ぶ
（全４回シリーズ）

　平成26年5月、「規制改革会議　農業ワーキ
ンググループ」が『准組合員の事業利用は、正
組合員の事業利用の2分の1を超えてはならな
い』との意見を示したことで、准組合員につい
て議論が進められています。今回はこの意見の
背景を考えてみましょう。
（平成29年８月 ＪＡ北海道中央会作成）【第３回】規制改革推進会議とは

「農協改革」を旗印に、
准組合員の利用を規制し
なさいと言ってくる『規
制改革推進会議』ってど
んな組織で、ねらいは何
なんだろう？

『規制改革推進会議』は総理大臣のアドバイザー
的な機関で、議論した内容を総理大臣に意見する
組織だよ。農業ワーキンググループは、「農業の
成長産業化」を目的に農業関係の規制をテーマに
話し合いをしているね。背景には、信用・共済
シェアを奪いたい「グローバル企業」と、「在日
米国商工会議所」の思惑があると言われているよ。

貯金額やＡコープ・ガソリンスタンドで
の准組合員の利用量が、正組合員の利用
量の半分を占めているＪＡで考えてみよ
うか。新たに町に住む人が、給与振込や
家賃引落し用に貯金口座を作ろうとして
も准組合員になれないから、口座開設が
できないし、Ａコープやガソリンスタン
ドも利用できないから、食べ物やガソリ
ンが買えないかもしれない。

ＪＡグループは、地域を守るため
にも規制に反対の姿勢を取ってい
るよ。でも、それだけでは足りな
いんだ。ＪＡを利用する組合員一
人ひとりが、ＪＡが利用できなく
なるとどうなるか、ちゃんと自分
の事として考えて、ＪＡが地域に
必要なんだと声を上げないと、こ
のまま規制されるかもしれないよ。

クミカン廃止の議論の時も
そうだけど、北海道の各地
域の実態を無視して東京で
議論しているよね。准組合
員の利用規制が地域の農業
や経済に悪影響を与えると
しか思えないけど、規制さ
れちゃったらどうなるの？

えぇ！地域の皆さんが、自分の意
思でＪＡを選んで利用するのが、
ダメになっちゃうんだ。道内には
ＪＡしか金融店舗やＡコープがな
い地域もあって地域インフラを支
えているのに…。何かできること
はないかなぁ。

そうなんだ。僕も自分の事としてＪＡが利用できないとどうなるのか、
地域のためにＪＡが果たしている役割を考えてみるね。



育成

乳牛

乳牛

初生
のみ

区　　分 9　　月 累　　計 脂肪率 無脂固形分率 補給金単価 ＦＡＴ単価 ＳＮＦ単価 乳質単価 乳代合計
307,073t

100.3%

64,506t

100.9%

29,080t

102.0%

7,500t

104.1%

5,144t

106.5%

12,388t

99.5%

4,049t

100.2%

1,912,402t

98.3%

401,004t

99.6%

179,041t

99.4%

45,800t

100.5%

31,293t

102.7%

77,283t

97.6%

24,666t

99.3%

3.89%

3.86%

3.91%

3.90%

3.89%

3.89%

3.85%

3.88%

3.91%

3.91%

3.88%

3.88%

3.92%

3.91%

8.75%

8.71%

8.71%

8.66%

8.70%

8.65%

8.70%

8.63%

8.72%

8.69%

8.70%

8.63%

8.71%

8.68%

7.19円

5.05円

7.19円

5.05円

7.19円

5.05円

7.19円

5.05円

7.19円

5.05円

7.19円

5.05円

7.19円

5.05円

36.41円

35.82円

36.59円

36.18円

36.40円

36.11円

36.11円

36.01円

36.65円

36.35円

36.35円

36.01円

36.76円

36.31円

52.00円

51.26円

51.71円

50.95円

51.70円

50.89円

51.65円

50.79円

51.77円

51.13円

51.67円

50.80円

51.76円

51.06円

3.69円

3.57円

3.76円

3.67円

3.70円

3.63円

3.78円

3.58円

3.71円

3.72円

3.65円

3.57円

3.72円

3.79円

99.29円

95.70円

99.25円

95.85円

98.98円

95.68円

98.73円

95.43円

99.32円

96.24円

98.86円

95.44円

99.42円

96.21円

9月 生乳生産・乳代単価情報

全　　道

前年(比)

根室管内

前年(比)

JA道東あさひ

前年(比)

西春別支所

前年(比) 

上春別支所

前年(比)

別海支所

前年(比)

根室支所

前年(比)

ホクレン市場カレンダー
根　

室

別　

海

上
春
別

西
春
別

種　

類
日月

3
番

2
番

1
番

9
番15日  

6
番

7
番

5
番

4
番17日  

4
番

3
番

2
番

1
番22日  

7
番

8
番

6
番

5
番23日  

6
番

5
番

3
番

2
番29日  

7
番

6
番

5
番

4
番6日  

8
番

7
番

6
番

5
番13日  

8
番

9
番

7
番

6
番18日  

9
番

8
番

7
番

6
番20日  

1
番

8
番

7
番

6
番27日  

12　

月

11　

月

【全体運】優しさをアピールすれば自然と
　人気運が上向く気配。持ち前の面倒見の
　良さを前面に出して。掃除もお勧め
【健康運】比較的穏やか。適度な体操を忘
　れずに
【幸運の食べ物】フグ

【全体運】１人でいるより、気の合う仲間
　たちと行動したほうがつきに恵まれそう。
　旅行や飲み会の誘いには気軽に応じて
【健康運】ストレスを感じやすいかも。気
　分転換を
【幸運の食べ物】ニンジン

【全体運】できる人と比べ、何かと落ち込
　みやすいかもしれません。「人は人」と
　割り切って。柔軟な発想が幸運の鍵に
【健康運】動くことで体力上昇。元気に過
　ごせます
【幸運の食べ物】ハクサイ

【全体運】アクティブに活動できる好調期。
　守りより、攻めの姿勢でガンガン動いてみ
　て。思い切った行動にチャンスあり
【健康運】運動不足になりやすい。歩くと好
　変化大
【幸運の食べ物】柿

【全体運】他人に干渉してもめやすい月。
　親切のつもりで、おせっかいを焼かない
　よう、ご用心。開運には趣味を満喫して
【健康運】軽く体を動かせば、体調に好影
　響あり
【幸運の食べ物】シシャモ

【全体運】コミュニケーション運が華やぐ
　兆し。新しいタイプの友人ができるはず。
　新装開店のショップにも幸運がある予感
【健康運】体重増が気になる時期。自己節
　制が必須
【幸運の食べ物】カブ

【全体運】興味のあることに意識を向ける
　と、うれしい発見があるかも。気になっ
　ていた趣味や習い事を始めるのも大賛成
【健康運】疲れを感じやすいよう。しっか
　り休息を
【幸運の食べ物】シイタケ

【全体運】未体験ジャンルに挑戦するのに
　向いています。知らない世界でも果敢に
　ぶつかってみて。リベンジも成功しそう
【健康運】食事リズムが乱れ勝ち。調整を
　心がけて
【幸運の食べ物】カリン

【全体運】素直になれず、つまらない意地を
　張りがち。言い過ぎた場合、すぐに謝って。
　水音を聴くとリラックスできそう
【健康運】過激なダイエットは厳禁。無理は
　避けて
【幸運の食べ物】エリンギ

【全体運】優柔不断になりやすい傾向が。
　迷ったときは信頼できる人に助言を求め
　てみて。気力上昇にはアートに触れると◎
【健康運】胃腸が弱り気味。暴飲暴食は控
　えること
【幸運の食べ物】ギンナン

【全体運】神経質になり、周囲の悪い部分
　ばかり目に付く暗示。文句は控え、見守
　る気持ちを大切に。薬草茶がラッキー
【健康運】おおむね順調。運動に励み、リ
　フレッシュを
【幸運の食べ物】サンショウ

【全体運】積極性が高まり、リーダー役を任
　される機会が増えるかも。意欲的に引き受
　けて。面倒見の良さを発揮すると吉
【健康運】健康への過信は禁物。きちんとケ
　アして
【幸運の食べ物】ゴボウ

牡羊座
3/21～4/19

牡牛座
4/20～5/20

双子座
5/21～6/21

蟹座
6/22～7/22

獅子座
7/23～8/22

乙女座
8/23～9/22

天秤座
9/23～10/23

蠍座
10/24～11/22

射手座
11/23～12/21

山羊座
12/22～1/19

水瓶座
1/20～2/18

魚座
2/19～3/20

編　

集　

局　

か　

　

集　

局　

か　

ら

編　

集　

局　

か　

ら
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今
年
も
残
す
と
こ
ろ
２
カ
月
を

切
り
、
１
年
が
経
つ
の
が
早
い
と

感
じ
ら
れ
る
皆
様
も
多
い
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

個
人
的
な
見
解
で
は
あ
り
ま
す

が
、
海
外
に
目
を
向
け
る
と
ト
ラ

ン
プ
政
権
の
誕
生
に
始
ま
り
、
多

発
す
る
テ
ロ
や
北
朝
鮮
に
よ
る
ミ

サ
イ
ル
発
射
の
脅
威
な
ど
、
改
め

て
平
和
の
尊
さ
を
考
え
さ
せ
る
よ

う
な
出
来
事
が
多
か
っ
た
よ
う
に

感
じ
ま
す
。
国
内
で
も
、
相
次
ぐ

台
風
の
上
陸
に
突
然
の
解
散
総
選

挙
な
ど
、
多
く
の
変
化
が
嵐
の
よ

う
に
過
ぎ
て
い
く
か
ら
こ
そ
、
時

間
の
流
れ
を
早
く
感
じ
た
の
で
は

な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
毎
年
12
月
に
発
表
さ

れ
る
今
年
の
漢
字
は
「
嵐
」
で
は

な
い
か
と
筆
者
は
勝
手
に
予
想
し

て
お
り
ま
す
。
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